
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

　平成28年度は、４か年計画の３年目であり、建築工事を継続・推進し、建設工事の進捗率70％を目指す。

目標に対
する成果
の状況

　基本設計・本館解体工事を完了し、本館建設工事を着工した。

概　算
人件費

141,388 234,301

 概算事業費（B（A）+C） 0 141,471 234,384 1,646,233

83 83 83

0.01 0.01 0.01

0

0 135,788 0 0

達成状況

Aの
財源

40,984 57,302 331,205
－ － － －

－ － － －耐震性能評価値

－
基本設計

仮設庁舎建設
基本設計完了
仮設庁舎完成

実施設計完了
本館解体
工事着工

実施設計完了
本館解体
工事着工

本館建設

19,997 324,945

165,000 990,000

1.5
（Ｈ29）

進捗率
70％

H28
目標

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
額

前年度繰越

達成

成果目標の達成状況

合計（A) 0 176,772 242,299 1,646,150

補正予算 -38,047

176,772当初予算
項目

H26末
（実績）

Ｈ27

合計 280,346 234,301 1,646,150

280,346 1,646,150 目標 成果

目指す姿
　昭和47年に建築され、狭あい・老朽化が著しい現庁舎を建替えることにより、災害拠点施設としての耐震性能を確保すると
ともに、来訪者の利便性の向上を図り、地域の安全・安心の拠点を目指す。

現状
（予算編成

時）

　災害拠点施設としての耐震性能を満たしていない。（評価値1.03）
　経過年数に伴う外壁や電気・機械設備などの劣化が進行しており、老朽化が著しい。
　来訪者のための相談室も必要数が確保できず、プライバシーに配意できない他、建設当時と比べ署員数が2.74倍となり、狭
あいが著しい。
　地域の安全・安心拠点として多くの方が訪れるものの、トイレやエレベーターなど不整備で、女性や高齢者、身体の不自由
な方の利便性が悪い。

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

○　実施設計の完了
○　本館解体工事の完了
○　建設工事の着工

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

１．実施設計・本館解体工事等 直接 ・実施設計及び本館解体工事の完了と建築工事３％
の出来高

280,346 234,301

警察法、警察法施行令

県民との協働による実施： 実施は困難

１　犯罪のない安全な社会づくり 実施期間 H26 ～ H29

1,646,150
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事　業　名 佐久警察署建設事業 担
当
課

部局 警察本部

課・室 会計課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail police-kaikei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
４－２　県民生活の安全確保


